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はじめに

　平成１９年１１月に開催された、湯里地域の｢町会長、部長会議｣の席上にて、私の

方から｢平成２０年１１月頃に、湯里連合あげての防災訓練を開催したい｣と提案をし

ましたところ満場一致で承認され、爾来、現在まで開催しております“湯里地域総合

防災訓練”【湯愛デー】が、発足致しました。

　テーマとして、「人の輪・愛の輪・湯里の輪」“みんなで守ろう湯里の命”と題し、

第一回目の開催まで約１年を要し、試行錯誤の中、努力して参りました。内容も少し

づつ工夫して実際的な訓練の実施に、参加者の皆様の多大なるご協力を賜り、新聞

紙上にも「防災に強いまち　湯里」として度々紹介されるまでになりました。ここに、

その７年間に培われた訓練等の内容を湯里地区の防災計画として明文化し、今後の

地域防災力の向上の一助となることを願うものであります。

湯里地域活動協議会

会長　　田下　英二
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１．基本方針
　（１）目的
　　　この計画は、湯里地域の住民で構成される自主防災組織による防災・減災活動に
　　必要な事項を定め、『自助』『共助』とが一体となって、地震などの災害による地
　　域の人的、物的被害の発生及び、その拡大を防止することを目的とします。
　　　また、日常の防災、防犯活動を通じて、地域コミュニティの活性化を図り、高齢
　　者や乳幼児を含めた、地域コミュニティ全体の安心・安全を確保してまいります。

　（２）計画の対象地域
　　　この計画の対象地域は、湯里連合振興町会に属する、大阪市東住吉区湯里３丁目、
　　４丁目、５丁目、６丁目とする。

　（３）活動目標
　　　『自助』『共助』を基本とし、『公助』の支援を加えた、湯里地域の防災活動を
　　実践するため、地域の住民、自主防災組織の各役員による年４回の会合、年１回の
　　防災訓練『湯愛デー』を実施します。
　　　また、湯里地域の住民が自分たちで防災活動の在り方を考え、お互いに協力して、
　　継続的に活動を実践していくことを目指します。

２．地域の特性
　（１）年齢構成と建物構成

総数 率 総数 率 総数 率

 0～14歳 712 13.53 16,990 12.58 314,695 11.97

15～64歳 3,312 62.91 86,137 63.80 1,746,560 66.44

65歳以上 1,171 22.24 31,042 22.99 528,725 20.11

65歳以上
　　単身世帯

288 12.81 7,891 13.28 144,517 12.01

木造建物 717 68.16 25,735 72.72 339,476 67.04

一戸建 685 30.69 20,338 34.73 276,892 23.57

長屋建 207 9.27 9,472 16.17 103,172 8.78

共同住宅 1,338 59.95 28,683 48.98 791,460 67.37

　1～5階建 616 27.60 16,297 27.83 294,662 25.08

　6～10階建 559 25.04 9,902 16.91 261,179 22.23

　11階建以上 163 7.30 2,484 4.24 235,619 20.05

☆年齢構成比は東住吉区全体にほぼ同じで、大阪市全体とさほど差はない

☆建物構成は共同住宅の６階以上、１１階以上が区全体より多い

☆高層建物の揺れの大きさに注意が必要と考える

湯里地域 東住吉区 大阪市
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　（２）東住吉区の災害による被害想定

　　　 東住吉区 予想震度 全壊棟数 死者数 避難者数 浸水想定

上町断層帯地震 ６弱～７ １０，８２９棟 ３３７名 １８，９９４名 津波なし

南海トラフ地震 ５弱～５強 ３４５棟 １名 １，０６１名 同上

南海トラフ巨大地震 ６弱 ９５９棟 ７名 ５，２６３名 同上

大和川の氾濫 － － － － ０～４ｍ

☆２５年８月１６日に台風１８号により、長居公園通り以南と湯里地域に避難勧告が出た。

☆東住吉区では１５千世帯、３２千人、市全体では２９９千人に避難勧告が発令された。

☆湯里地区では７１名が湯里小学校へ避難した。

☆東住吉区全体で３０５名、大阪市では８６７名が避難した。

　（３）震度、津波浸水等の各予想分布図

　　　ａ．上町地震

　　・東住吉区の震度予想：震度６弱、６強で、一部震度７が予想されている。
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　　　ｂ．南海トラフ巨大地震

　　・東住吉区の震度予想：震度６弱で、大阪市のほぼ全域の震度６弱に同じ。

東住吉
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　　　ｃ．津波浸水予想

　　・東住吉区の津波浸水予想：ほとんど津波による浸水は無いと予想されている。

東住吉

4 ページ



　　　ｄ．液状化予想

　　・東住吉区液状化予想：液状化無し、ほとんど無し～激しいまで予想されている。

　　　　　　　　　　　　　区の北部の方が液状化の予想が大きい。

東住吉
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　　　ｅ．大和川の避難勧告等の対象区域図

　　○大雨等により、河川の水位が高くなった場合や堤防が決壊した場合などに、

　　　避難情報（避難準備情報、避難勧告、避難指示）が発令されます。床上浸水

　　　以上が想定される浸水深５０センチメートル以上の範囲を基本としている。

　　　・区域Ａ：大和川が氾濫した場合に１時間で浸水するおそれがある区域

　　　　区域Ｂ：大和川が氾濫した場合に１時間～３時間で浸水するおそれが

　　　　・要配慮者の避難を要する場合には、風上方向への避難を支援する。　　　　　　　　ある区域

　　　・　　　・避難準備情報の発令基準に該当した場合　⇒　区域Ａに避難準備情報

　　　　・本部長の指示により、可搬式ポンプ等による消火を行う。消火が困難な場合に　　　　避難勧告の発令基準に該当した場合　⇒　区域Ａに避難勧告、区域Ｂ

　　　　　は延焼防止の為の消火を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に避難準備情報

　　　⑤救出・救護活動　　　　堤防が決壊した場合など　⇒　区域Ａのうち必要な範囲に避難指示、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　区域Ｂのうち必要な範囲に避難勧告

　　　・区域Ａ：湯里、長居公園通より南側の地域（公園南矢田、住道矢田、

　　　　　　　　照ヶ丘矢田、矢田、湯里）

　　　・区域Ｂ：鷹合、東田辺、駒川３～５丁目、針中野、中野、今川４～

　　　　　支援を依頼し、地域一丸となって救出・救護活動行う。　　　　　　　　８丁目、西今川３、４丁目、南田辺１、３、５丁目

　　　⑥避難行動　　　
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　（４）防災マップ

　　・各町会毎の一次集合場所から湯里小学校への避難ルートは安全性を第一に

　　　考慮し、決定している。

災害時避難所 
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